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◆―新年は1月9日（火）より業務を開始します。

　

岸
田
政
権
が
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
認
め
る
平
和

憲
法
を
逸
脱
す
る
安
保
三
文
書
を
閣
議
決
定
し
て
か
ら
1
年

が
経
つ
。
ト
マ
ホ
ー
ク
4
0
0
発
の
購
入
な
ど
大
軍
拡
を
進

め
、
防
衛
費
を
7
・
7
兆
円
計
上
し
た
。
物
価
高
が
国
民
の

生
活
を
脅
か
す
な
か
軍
事
が
聖
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

軍
需
産
業
を
育
成
す
る
法
律
も
成
立
し
、
次
期
戦
闘
機
の

輸
出
も
視
野
に
、
殺
傷
武
器
の
輸
出
解
禁
に
向
け
密
室
協
議

が
大
詰
め
で
あ
る
。

　

沖
縄
・
石
垣
島
に
は
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
が
開
設
さ
れ
、

住
民
の
反
対
の
声
を
よ
そ
に
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
が
進
め
ら
れ
、

10
月
に
は
日
米
一
体
の
「
戦
争
の
準
備
」
の
共
同
実
働
訓
練

が
最
大
規
模
で
行
わ
れ
た
。
空
港
・
港
湾
で
の
平
時
の
自
衛

隊
訓
練
の
た
め
の
整
備
な
ど
、
社
会
の
軍
事
化
が
次
々
と
進

ん
で
い
る
。
防
衛
・
安
全
政
策
の
大
転
換
に
政
府
は
も
は
や

憲
法
と
の
関
係
を
論
じ
よ
う
と
し
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
多
く

も
、
現
状
追
認
の
報
道
に
終
始
し
、
憲
法
に
よ
り
権
力
を
統

制
す
る
と
い
う
立
憲
主
義
は
瀕
死
の
状
態
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
に
続
き
、
イ

ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
へ
の
無
差
別
攻
撃
を
行
い
、
無
数
の
民
間

人
が
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
民
間
人
を
標
的
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
国
際
人
道
法
の
定
め
を
こ
と
ご
と
く
無
視
し
横

暴
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
9
・
11
テ
ロ
」
に
始
ま
っ
た
米
国
中
心
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」

は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
軍
事
力
は
問
題
を
解
決
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

　

昨
年
の
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
で
、
核
抑
止
力
に

依
存
し
た
安
全
保
障
か
ら
の
転
換
を
求
め
る
文
書
が
採
択
さ

れ
た
。「
抑
止
力
」
を
再
検
討
す
る
試
み
が
国
際
社
会
で
は

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
希
望
で
あ
る
。

　
「
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、

平
和
の
裡
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
」（
憲
法
前
文
）
の

原
点
に
立
ち
、
平
和
主
義
を
堅
持
し
、
国
際
法
の
普
遍
的
適

用
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
戦
争
国
家
で
は
な
く
、
平
和
の
選
択
を
。

　

二
〇
二
四
年　

元
旦
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2024年 事務局一言
　育児休業中だった事務員が昨年10
月から復帰し、子育てと両立しなが
ら頑張っています。ロシアとウクライ
ナ、パレスチナとイスラエルの戦争終息を祈るような気持ちで願い、
また、自民党のパーティー券裏金問題での政治家の私腹化に怒り心
頭です。東京地検特捜部の徹底捜査と厳罰を期待し、成り行きを
注視したい。「無関心であってはいけない。沈黙してはいけない。
自分のために、未来ある者のために」を心して今年も奮闘します。

厳寒の朝（函館市）

その日のうちに相談を希望される方に、平日午後
7時まで、ご相談に応じます。

即日相談が好評です

相談受付
電話番号 011-261-7738
（平日午前9時15分から午後5時まで）
コロナ対策のため当面午前9時30分から午後4時45分まで

FAX（011-261-7718）は24時間受付
HP：http://www.law-takasaki.com/

土曜日、日曜日、祝日も、ご相談に
応じます。休日相談

初回相談に限り、相談料は1時間まで�
無料としています。2回目以降の相談に
ついては、1時間5,500円（税込）です。

初回無料
相　　談

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編集
後記 今年もよろしくお願い致します。� （西山）

　昨年11月29日から11月30日にかけて、高校�
1年生4名のインターンシップを受け入れまし
た。
　高校生には、刑事、民事裁判の傍聴、札幌
地方裁判所の見学、札幌市資料館（元札幌控
訴院）の見学、弁護士の仕事紹介、法教育の
授業と休憩する暇もないくらいできる限りの
体験を行っていただきました。「初めて見る裁
判の様子に刺激を受けた。」「今後の進路選択
の参考にしたい。」などの感想があり、高校生
にとって貴重な経験ができたのではないかと
思います。
　高校生らの素朴な疑問や様々な考えに触れ
ることで、私たち弁護士側も気付かされること
がたくさんあり、私たちにとっても良い機会と
なりました。
　私たちの事務所は、インターンシップや職場
見学など学生の受け入れも積極的に行ってお
りますので、関心を持っている学生がおられれ
ば、お問い合わせいただければと思います。

1　一読のお願い
　昨年夏、「戦争法制を許さない北海道の声」を出版。
主体となった「支援する会」は500冊以上を広げ、国
会図書館、道立図書館、札幌中央図書館の蔵書になっ
た。居住地の図書館に購入希望を出す運動も提起した。
　本は「訴訟の記録」と副題がついているが裁判の
書面の編集ではなく、市井の人の安保への怒りと反戦
への思いをつづったもの。裁判に無縁な人でも気軽に
読める。
2　図書新聞（昨年12月9日号）に評論が掲載
　文芸評論家岡和田晃さんは、「最高裁への上告は断
念したことから、記念碑的な敗北主義かと思いきや、
そうではない。関係者の履歴や想いが隅々までぎっし
り詰め込まれ、『立憲主義を否定する横暴な権力』に
抗わんとした熱気が、圧倒的な物質性をもって記録さ
れているのだ」と書いた。
3　読者から寄せられた声
　元法制局長官宮崎礼壹さんをはじめ、「本書は憲法
の正しさを守るために政権に闘いを挑んだ民衆の記録
として価値があります」「正々堂々と反旗を翻す力強
い1冊になったことに深く感謝申し上げます。」等々の
声をいただいた。
4　申込書を同封します。
　ぜひ読んで欲しい。周りの方にも広げ、近くの図書
館に購入の要求をして欲しい。
　これらは身近にできる護憲運動のひとつである。

インターンシップの受け入れを
� 行いました
� 弁護士　西山　　雄

「立憲主義を否定する横暴な
� 権力に抗わんとした熱気」
─安保法制違憲北海道訴訟の記録の編纂
� 弁護士　高崎　　暢
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　1973年9月7日、札幌地裁（福島重雄裁判長）は、
日本の裁判史上唯一の「自衛隊は憲法9条に違反す
る」と判決し、「平和的生存権」を初めて明記した。
　昨年9月9日、札幌で判決50周年記念集会が開か
れ250名が参加。遠く富山から福島裁判長ご夫妻
も参加された。自衛隊ミサイル基地建設のため、
長沼町を水害から守ってきた馬追山の保安林指定
解除処分取消を求めた裁判。自衛隊は9条違反との
判決は、集団的自衛権を容認した安保法制が強行
されても今なお自衛隊を「軍隊」と明言させない

防波堤であり続けている。住民が平和のうちに生
存する権利「平和的生存権」は、2008年4月17日
自衛隊イラク派遣差止訴訟名古屋高裁判決（青山
邦夫裁判長）で「基本的人権の基礎」と具体的権
利性が認定され確定。長沼判決の「平和的生存権」
が継承・発展された。福島さんは「国民は平和を
求める。…大きく目を見開き、遠い未来を見つめ
て人々は生きなければならない。歴史は流れる。
希望の灯は次第に明るくなる」と判決の年の大晦
日の日記に記している。

　

ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
・
大
量
虐
殺
の
経

験
か
ら
、
人
権
保
障
が
世
界
平
和
の
基
礎

と
考
え
、
1
9
4
8
年
12
月
10
日
、
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
世
界
各
国
の
憲

法
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
強
い
影
響
を

与
え
た
。

　

75
年
が
経
っ
た
。
ガ
ザ
で
は
、
1

 
8
 0 

万
人
の
家
と
2
万
人
以
上
の
命
を
失
い
、

そ
の
う
ち
70
％
が
子
ど
も
や
女
性
で
、
医

療
従
事
者
が
2
5
0
人
と
い
わ
れ
て
い

る
。
医
療
が
こ
の
ま
ま
で
は
爆
撃
よ
り
も

病
気
で
亡
く
な
る
人
の
方
が
多
く
な
る
。

　

第
二
次
大
戦
下
の
迫
害
・
虐
殺
と
ど
こ

が
違
う
と
い
う
の
か
。
凄
惨
な
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
を
思
い
出
し
、
映
像
を
消
す
。

　

恒
久
的
な
停
戦
、
公
正
で
唯
一
の
平
和

の
道
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
の
終
結
を

求
め
て
声
を
あ
げ
た
い
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
へ

の
抗
議
の
は
が
き
を
送
っ
た
。

　

い
ま
な
お
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
禍
に
重

ね
て
、
唯
々
、「
人
を
殺
す
な
」
と
叫
び

た
い
。

弁
護
士

高
崎
　
　
暢

　

こ
の
年
末
年
始
は
、
イ
タ
リ
ア
に
い
ま

す
。
2
0
2
0
年
に
入
籍
し
た
後
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
行
け
て
い
な
か
っ

た
新
婚
旅
行
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は
ロ
ー

マ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等

の
都
市
を
巡
る
予
定
で
す
。
物
価
高
や
円

安
の
影
響
で
ビ
ッ
ク
リ
す
る
く
ら
い
の
旅

費
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
イ
タ
リ
ア
に

行
く
の
は
初
め
て
な
の
で
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
30
歳
に

な
り
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
20
代
は
、
子

供
の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
弁
護
士
に
な

り
、
私
生
活
で
は
結
婚
も
し
て
、
達
成
感

の
あ
る
10
年
間
で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

今
は
具
体
的
な
目
標
が
無
い
ま
ま
、
ぼ
ん

や
り
と
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
て
い
ま
す
。
現
状
に
満
足
せ
ず
、

30
代
も
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
で
普
段
味
わ
え
な
い
体
験
を

し
て
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
も
ら
い
、
も

う
一
度
ギ
ア
を
入
れ
直
し
て
新
年
の
ス

タ
ー
ト
を
切
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士

遠
藤
　
正
大

　

昨
年
12
月
6
日
～
28
日
ま
で
市
立
小
樽

美
術
館
で
「
国
松
登
と
富
樫
正
雄
展
」
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
北
大
生
の
時
、
手

稲
の
富
樫
さ
ん
ご
一
家
の
隣
家
に
引
越
し
、

家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂

き
、
私
は
親
し
み
を
込
め
て
、
い
つ
も
「
お

じ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和
27

年
に
は
大
月
源
二
と
と
も
に
「
北
海
道
生

活
派
美
術
家
集
団
」
の
創
立
に
関
わ
り
、

平
和
と
民
主
主
義
を
大
切
に
さ
れ
た
リ
ア

リ
ズ
ム
の
画
家
。
お
じ
さ
ん
は
北
大
元
理

学
部
前
の
楡
の
木
の
大
木
を
描
き
に
来
ら

れ
よ
く
北
大
で
お
会
い
し
た
も
の
で
す
。

「
楡
の
木
」
の
油
絵
は
力
強
く
大
好
き
で
し

た
。
と
て
も
明
る
く
楽
し
い
人
柄
で
、
初

夏
の
早
朝
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
ま
ね
を
し
て
、

私
達
は
本
当
に
カ
ッ
コ
ウ
が
近
く
で
鳴
い
て

い
る
と
驚
い
た
も
の
で
す
。
毎
年
札
幌
で

開
い
た
絵
画
展
に
は
、
ご
家
族
み
ん
な
が

揃
わ
れ
、
1
歳
の
娘
を
抱
い
て
連
れ
て
行
っ

た
時
、
そ
の
ま
ま
そ
の
ま
ま
と
言
っ
て
、
さ

さ
ー
と
鉛
筆
で
娘
の
絵
を
描
い
て
下
さ
り
、

娘
の
大
切
な
宝
物
で
す
。
没
後
33
年
。
今

も
「
楡
の
木
」
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

弁
護
士

高
崎
　
裕
子

　

弁
護
士
と
し
て
3
年
目
が
過
ぎ
ま
し

た
。
毎
年
、
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
時
が

経
つ
の
が
本
当
に
早
い
で
す
。

　

目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
己
研
鑽
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
な
と
思
い
つ
つ
、
何
も
で
き
て
い
な
い

自
分
が
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
何
か
の
資
格
の
取
得
を
し
た

り
、
司
法
試
験
の
受
験
指
導
を
し
た
り
し

て
、
新
た
な
知
識
の
習
得
や
知
識
の
後
退

を
防
ぐ
何
ら
か
の
手
段
を
講
じ
ら
れ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
が
資
本
な
仕
事
で
す
が
、

年
々
体
力
が
落
ち
て
き
て
い
る
な
ど
不
健

康
な
身
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
身
体
を

動
か
す
趣
味
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

弁
護
士

西
山
　
　
雄

　

昨
年
は
宮
崎
駿
監
督
の
ジ
ブ
リ
映
画
最

新
作
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
が
上

映
さ
れ
た
の
で
、
早
速
見
て
き
ま
し
た
。

宮
崎
駿
監
督
が
80
歳
を
超
え
て
な
お
若
々

し
く
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た
世
界
観
を
描
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
や
、
映
画
の

中
の
情
報
量
の
多
さ
か
ら
、
宮
崎
駿
監
督

の
頭
の
中
は
、
い
つ
も
こ
れ
だ
け
の
世
界

観
を
作
る
ア
イ
デ
ア
で
溢
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
、
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
ひ

た
す
ら
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段

の
弁
護
士
業
務
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
た
く
さ
ん
あ
る
情
報
を
取
捨
選
択
し
整

理
す
る
と
い
う
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
情
報
を
あ
え
て
整
理
せ
ず
に

怒
涛
の
よ
う
に
浴
び
せ
る
こ
と
で
感
動
が

生
ま
れ
る
と
い
う
の
は
、
映
画
の
世
界
な

ら
で
は
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
年
は
愛
知

県
の
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に
新
し
い
エ
リ
ア
が

増
え
る
予
定
と
の
こ
と
で
、
ま
た
ジ
ブ
リ

の
世
界
観
に
心
ゆ
く
ま
で
浸
れ
る
日
を
楽

し
み
に
し
つ
つ
、
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

弁
護
士

渡
部
　
敏
弘

長沼判決50周年記念集会� 弁護士　高崎　裕子
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　1973年9月7日、札幌地裁（福島重雄裁判長）は、
日本の裁判史上唯一の「自衛隊は憲法9条に違反す
る」と判決し、「平和的生存権」を初めて明記した。
　昨年9月9日、札幌で判決50周年記念集会が開か
れ250名が参加。遠く富山から福島裁判長ご夫妻
も参加された。自衛隊ミサイル基地建設のため、
長沼町を水害から守ってきた馬追山の保安林指定
解除処分取消を求めた裁判。自衛隊は9条違反との
判決は、集団的自衛権を容認した安保法制が強行
されても今なお自衛隊を「軍隊」と明言させない

防波堤であり続けている。住民が平和のうちに生
存する権利「平和的生存権」は、2008年4月17日
自衛隊イラク派遣差止訴訟名古屋高裁判決（青山
邦夫裁判長）で「基本的人権の基礎」と具体的権
利性が認定され確定。長沼判決の「平和的生存権」
が継承・発展された。福島さんは「国民は平和を
求める。…大きく目を見開き、遠い未来を見つめ
て人々は生きなければならない。歴史は流れる。
希望の灯は次第に明るくなる」と判決の年の大晦
日の日記に記している。

　

ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
・
大
量
虐
殺
の
経

験
か
ら
、
人
権
保
障
が
世
界
平
和
の
基
礎

と
考
え
、
1
9
4
8
年
12
月
10
日
、
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
世
界
各
国
の
憲

法
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
強
い
影
響
を

与
え
た
。

　

75
年
が
経
っ
た
。
ガ
ザ
で
は
、
1

 
8
 0 

万
人
の
家
と
2
万
人
以
上
の
命
を
失
い
、

そ
の
う
ち
70
％
が
子
ど
も
や
女
性
で
、
医

療
従
事
者
が
2
5
0
人
と
い
わ
れ
て
い

る
。
医
療
が
こ
の
ま
ま
で
は
爆
撃
よ
り
も

病
気
で
亡
く
な
る
人
の
方
が
多
く
な
る
。

　

第
二
次
大
戦
下
の
迫
害
・
虐
殺
と
ど
こ

が
違
う
と
い
う
の
か
。
凄
惨
な
ア
ウ
シ
ュ

ビ
ッ
ツ
を
思
い
出
し
、
映
像
を
消
す
。

　

恒
久
的
な
停
戦
、
公
正
で
唯
一
の
平
和

の
道
で
あ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
の
終
結
を

求
め
て
声
を
あ
げ
た
い
。
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
へ

の
抗
議
の
は
が
き
を
送
っ
た
。

　

い
ま
な
お
続
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
禍
に
重

ね
て
、
唯
々
、「
人
を
殺
す
な
」
と
叫
び

た
い
。

弁
護
士

高
崎
　
　
暢

　

こ
の
年
末
年
始
は
、
イ
タ
リ
ア
に
い
ま

す
。
2
0
2
0
年
に
入
籍
し
た
後
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
行
け
て
い
な
か
っ

た
新
婚
旅
行
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
は
ロ
ー

マ
や
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等

の
都
市
を
巡
る
予
定
で
す
。
物
価
高
や
円

安
の
影
響
で
ビ
ッ
ク
リ
す
る
く
ら
い
の
旅

費
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
イ
タ
リ
ア
に

行
く
の
は
初
め
て
な
の
で
、
と
て
も
楽
し

み
で
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
30
歳
に

な
り
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
20
代
は
、
子

供
の
頃
か
ら
の
夢
だ
っ
た
弁
護
士
に
な

り
、
私
生
活
で
は
結
婚
も
し
て
、
達
成
感

の
あ
る
10
年
間
で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、

今
は
具
体
的
な
目
標
が
無
い
ま
ま
、
ぼ
ん

や
り
と
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
て
い
ま
す
。
現
状
に
満
足
せ
ず
、

30
代
も
新
し
い
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

イ
タ
リ
ア
で
普
段
味
わ
え
な
い
体
験
を

し
て
、
た
く
さ
ん
の
刺
激
を
も
ら
い
、
も

う
一
度
ギ
ア
を
入
れ
直
し
て
新
年
の
ス

タ
ー
ト
を
切
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

弁
護
士

遠
藤
　
正
大

　

昨
年
12
月
6
日
～
28
日
ま
で
市
立
小
樽

美
術
館
で
「
国
松
登
と
富
樫
正
雄
展
」
が

催
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
北
大
生
の
時
、
手

稲
の
富
樫
さ
ん
ご
一
家
の
隣
家
に
引
越
し
、

家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂

き
、
私
は
親
し
み
を
込
め
て
、
い
つ
も
「
お

じ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
昭
和
27

年
に
は
大
月
源
二
と
と
も
に
「
北
海
道
生

活
派
美
術
家
集
団
」
の
創
立
に
関
わ
り
、

平
和
と
民
主
主
義
を
大
切
に
さ
れ
た
リ
ア

リ
ズ
ム
の
画
家
。
お
じ
さ
ん
は
北
大
元
理

学
部
前
の
楡
の
木
の
大
木
を
描
き
に
来
ら

れ
よ
く
北
大
で
お
会
い
し
た
も
の
で
す
。

「
楡
の
木
」
の
油
絵
は
力
強
く
大
好
き
で
し

た
。
と
て
も
明
る
く
楽
し
い
人
柄
で
、
初

夏
の
早
朝
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴
き
ま
ね
を
し
て
、

私
達
は
本
当
に
カ
ッ
コ
ウ
が
近
く
で
鳴
い
て

い
る
と
驚
い
た
も
の
で
す
。
毎
年
札
幌
で

開
い
た
絵
画
展
に
は
、
ご
家
族
み
ん
な
が

揃
わ
れ
、
1
歳
の
娘
を
抱
い
て
連
れ
て
行
っ

た
時
、
そ
の
ま
ま
そ
の
ま
ま
と
言
っ
て
、
さ

さ
ー
と
鉛
筆
で
娘
の
絵
を
描
い
て
下
さ
り
、

娘
の
大
切
な
宝
物
で
す
。
没
後
33
年
。
今

も
「
楡
の
木
」
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

弁
護
士

高
崎
　
裕
子

　

弁
護
士
と
し
て
3
年
目
が
過
ぎ
ま
し

た
。
毎
年
、
記
載
し
て
い
ま
す
が
、
時
が

経
つ
の
が
本
当
に
早
い
で
す
。

　

目
の
前
の
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
自
己
研
鑽
し
な
き
ゃ
い
け
な

い
な
と
思
い
つ
つ
、
何
も
で
き
て
い
な
い

自
分
が
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
何
か
の
資
格
の
取
得
を
し
た

り
、
司
法
試
験
の
受
験
指
導
を
し
た
り
し

て
、
新
た
な
知
識
の
習
得
や
知
識
の
後
退

を
防
ぐ
何
ら
か
の
手
段
を
講
じ
ら
れ
れ
ば

い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
身
体
が
資
本
な
仕
事
で
す
が
、

年
々
体
力
が
落
ち
て
き
て
い
る
な
ど
不
健

康
な
身
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
身
体
を

動
か
す
趣
味
を
見
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

弁
護
士

西
山
　
　
雄

　

昨
年
は
宮
崎
駿
監
督
の
ジ
ブ
リ
映
画
最

新
作
『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
が
上

映
さ
れ
た
の
で
、
早
速
見
て
き
ま
し
た
。

宮
崎
駿
監
督
が
80
歳
を
超
え
て
な
お
若
々

し
く
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た
世
界
観
を
描
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
や
、
映
画
の

中
の
情
報
量
の
多
さ
か
ら
、
宮
崎
駿
監
督

の
頭
の
中
は
、
い
つ
も
こ
れ
だ
け
の
世
界

観
を
作
る
ア
イ
デ
ア
で
溢
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
、
感
銘
を
受
け
る
と
と
も
に
、
ひ

た
す
ら
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段

の
弁
護
士
業
務
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
た
く
さ
ん
あ
る
情
報
を
取
捨
選
択
し
整

理
す
る
と
い
う
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
が
、

た
く
さ
ん
の
情
報
を
あ
え
て
整
理
せ
ず
に

怒
涛
の
よ
う
に
浴
び
せ
る
こ
と
で
感
動
が

生
ま
れ
る
と
い
う
の
は
、
映
画
の
世
界
な

ら
で
は
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
年
は
愛
知

県
の
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
に
新
し
い
エ
リ
ア
が

増
え
る
予
定
と
の
こ
と
で
、
ま
た
ジ
ブ
リ

の
世
界
観
に
心
ゆ
く
ま
で
浸
れ
る
日
を
楽

し
み
に
し
つ
つ
、
今
年
も
頑
張
り
ま
す
。

弁
護
士

渡
部
　
敏
弘

長沼判決50周年記念集会� 弁護士　高崎　裕子



トピックス 4

◆―新年は1月9日（火）より業務を開始します。

　

岸
田
政
権
が
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
認
め
る
平
和

憲
法
を
逸
脱
す
る
安
保
三
文
書
を
閣
議
決
定
し
て
か
ら
1
年

が
経
つ
。
ト
マ
ホ
ー
ク
4
0
0
発
の
購
入
な
ど
大
軍
拡
を
進

め
、
防
衛
費
を
7
・
7
兆
円
計
上
し
た
。
物
価
高
が
国
民
の

生
活
を
脅
か
す
な
か
軍
事
が
聖
域
と
な
っ
て
い
る
。

　

軍
需
産
業
を
育
成
す
る
法
律
も
成
立
し
、
次
期
戦
闘
機
の

輸
出
も
視
野
に
、
殺
傷
武
器
の
輸
出
解
禁
に
向
け
密
室
協
議

が
大
詰
め
で
あ
る
。

　

沖
縄
・
石
垣
島
に
は
陸
上
自
衛
隊
駐
屯
地
が
開
設
さ
れ
、

住
民
の
反
対
の
声
を
よ
そ
に
ミ
サ
イ
ル
の
配
備
が
進
め
ら
れ
、

10
月
に
は
日
米
一
体
の
「
戦
争
の
準
備
」
の
共
同
実
働
訓
練

が
最
大
規
模
で
行
わ
れ
た
。
空
港
・
港
湾
で
の
平
時
の
自
衛

隊
訓
練
の
た
め
の
整
備
な
ど
、
社
会
の
軍
事
化
が
次
々
と
進

ん
で
い
る
。
防
衛
・
安
全
政
策
の
大
転
換
に
政
府
は
も
は
や

憲
法
と
の
関
係
を
論
じ
よ
う
と
し
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
の
多
く

も
、
現
状
追
認
の
報
道
に
終
始
し
、
憲
法
に
よ
り
権
力
を
統

制
す
る
と
い
う
立
憲
主
義
は
瀕
死
の
状
態
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
に
続
き
、
イ

ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
へ
の
無
差
別
攻
撃
を
行
い
、
無
数
の
民
間

人
が
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
民
間
人
を
標
的
に
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
国
際
人
道
法
の
定
め
を
こ
と
ご
と
く
無
視
し
横

暴
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
9
・
11
テ
ロ
」
に
始
ま
っ
た
米
国
中
心
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」

は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
軍
事
力
は
問
題
を
解
決
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

　

昨
年
の
核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
で
、
核
抑
止
力
に

依
存
し
た
安
全
保
障
か
ら
の
転
換
を
求
め
る
文
書
が
採
択
さ

れ
た
。「
抑
止
力
」
を
再
検
討
す
る
試
み
が
国
際
社
会
で
は

進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
希
望
で
あ
る
。

　
「
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、

平
和
の
裡
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
」（
憲
法
前
文
）
の

原
点
に
立
ち
、
平
和
主
義
を
堅
持
し
、
国
際
法
の
普
遍
的
適

用
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
戦
争
国
家
で
は
な
く
、
平
和
の
選
択
を
。

　

二
〇
二
四
年　

元
旦

�

た
か
さ
き
・
渡
部
法
律
事
務
所
一
同

2024.1.1 第72号

札幌市中央区大通西10丁目南大通ビル新館7F

たかさき・渡部法律事務所

2024年 事務局一言
　育児休業中だった事務員が昨年10
月から復帰し、子育てと両立しなが
ら頑張っています。ロシアとウクライ
ナ、パレスチナとイスラエルの戦争終息を祈るような気持ちで願い、
また、自民党のパーティー券裏金問題での政治家の私腹化に怒り心
頭です。東京地検特捜部の徹底捜査と厳罰を期待し、成り行きを
注視したい。「無関心であってはいけない。沈黙してはいけない。
自分のために、未来ある者のために」を心して今年も奮闘します。

厳寒の朝（函館市）

その日のうちに相談を希望される方に、平日午後
7時まで、ご相談に応じます。

即日相談が好評です

相談受付
電話番号 011-261-7738
（平日午前9時15分から午後5時まで）
コロナ対策のため当面午前9時30分から午後4時45分まで

FAX（011-261-7718）は24時間受付
HP：http://www.law-takasaki.com/

土曜日、日曜日、祝日も、ご相談に
応じます。休日相談

初回相談に限り、相談料は1時間まで�
無料としています。2回目以降の相談に
ついては、1時間5,500円（税込）です。

初回無料
相　　談

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

編集
後記 今年もよろしくお願い致します。� （西山）

　昨年11月29日から11月30日にかけて、高校�
1年生4名のインターンシップを受け入れまし
た。
　高校生には、刑事、民事裁判の傍聴、札幌
地方裁判所の見学、札幌市資料館（元札幌控
訴院）の見学、弁護士の仕事紹介、法教育の
授業と休憩する暇もないくらいできる限りの
体験を行っていただきました。「初めて見る裁
判の様子に刺激を受けた。」「今後の進路選択
の参考にしたい。」などの感想があり、高校生
にとって貴重な経験ができたのではないかと
思います。
　高校生らの素朴な疑問や様々な考えに触れ
ることで、私たち弁護士側も気付かされること
がたくさんあり、私たちにとっても良い機会と
なりました。
　私たちの事務所は、インターンシップや職場
見学など学生の受け入れも積極的に行ってお
りますので、関心を持っている学生がおられれ
ば、お問い合わせいただければと思います。

1　一読のお願い
　昨年夏、「戦争法制を許さない北海道の声」を出版。
主体となった「支援する会」は500冊以上を広げ、国
会図書館、道立図書館、札幌中央図書館の蔵書になっ
た。居住地の図書館に購入希望を出す運動も提起した。
　本は「訴訟の記録」と副題がついているが裁判の
書面の編集ではなく、市井の人の安保への怒りと反戦
への思いをつづったもの。裁判に無縁な人でも気軽に
読める。
2　図書新聞（昨年12月9日号）に評論が掲載
　文芸評論家岡和田晃さんは、「最高裁への上告は断
念したことから、記念碑的な敗北主義かと思いきや、
そうではない。関係者の履歴や想いが隅々までぎっし
り詰め込まれ、『立憲主義を否定する横暴な権力』に
抗わんとした熱気が、圧倒的な物質性をもって記録さ
れているのだ」と書いた。
3　読者から寄せられた声
　元法制局長官宮崎礼壹さんをはじめ、「本書は憲法
の正しさを守るために政権に闘いを挑んだ民衆の記録
として価値があります」「正々堂々と反旗を翻す力強
い1冊になったことに深く感謝申し上げます。」等々の
声をいただいた。
4　申込書を同封します。
　ぜひ読んで欲しい。周りの方にも広げ、近くの図書
館に購入の要求をして欲しい。
　これらは身近にできる護憲運動のひとつである。

インターンシップの受け入れを
� 行いました
� 弁護士　西山　　雄

「立憲主義を否定する横暴な
� 権力に抗わんとした熱気」
─安保法制違憲北海道訴訟の記録の編纂
� 弁護士　高崎　　暢


